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一 般 演 題

1 　 腐 食 性 食 道 炎 ・ 食 道 閉 塞 に 対 し 食 道 切 除 及 び

胃管による再建術 を施行 した一例

池 田 義 之 ・ 中 川 悟 ・ 丸 山 聡

田 辺 匡 ・ 坂 田 英 子 ・ 若 林 貴 志

大 橋 学 ・ 神 田 達 夫 ・ 畠 山 勝 義

新潟大学大学院消化器 ･
一

般外科

症例は 33 歳, 男性 . 自殺 目的に塩化水素系薬物

を服用 . その 後腐食性食道炎に よる食道閉塞 とな

り, 内視鏡的拡張術も無効で
, 胃療を造設され た

.

閉 塞 部位 の 手 術 目的 に 当科 受 診 . 門 歯列 よ り

2 0 c m か ら内腔 が完全閉塞 して い た
. C T で は, 脂

部上部及び下部食道に 内腔 の虚脱 を認め た . 胃療

造影で は
, 胃に病変は認 め なか っ た . 手術所見で

は
, 閉塞部位は胸部食道内に限局 して お り, 胸部

食道切除及び胃管による再建術を施行 した . 切除

標本 で は
, 胸部上 部食道に 8 .O c m , 下 部食道 に

3 .6 c m の 閉塞 があり, 固有筋層同士 が癒着し
, 線

維化に よ る壁肥厚を認 め た . 術後経過 は良好で
,

経 口摂取 も順調 で, 誤解や逆流症状は なく, 第 15

病 日退院 した.

2 　 G I S T と C D 3 4 陽 性 ， c - k i t 陰 性 I s p  p o l y p

を伴った E B  v i r u s関連早期胃癌の1例

伊藤 寛晃 ・ 牧野 春彦 ・ 大橋 優智

新潟県立坂町病院外科

G IS T と C D 3 4 陽性I s p p oly p を伴 っ た E B vi r u s

7 51

関連早期胃癌を経験 した .

症例は 69 歳男性, 慢性 C 型肝炎通院中 G T F 施

行 . ①胃上部大轡側Ⅰ型病変, ②胃前庭部小轡側

Is p p oly p を認め た
. 生検病理結果 は① p o r2

, ②

c h r o ni c g a st riti s で あ っ た . 胃全摘術 D l ＋ α を施

行 , ① g a s t ri c c a n c e r [ u] G r e , 2 5 × 2 2 m m
,

s T y p e l , s T 2 ( M P) ⅢO P O M O N I C y x
,

s St a g e I
,

②[L] Le s s
,
I sp であ っ た . 病理検査結果は① a d e -

n o c a r ci n o m a (p o r2 ≫ t u b 2) , s m 2
,
1y O ,

v l
,
I N F α

,

i n t
,
E B E R ( ＋) ,

E B V P C R ( ＋) , ②I sp ,
i n fl a m m a -

t o r y flb r oid p oly p ,
C D 3 4 ( ＋) , c - kit ( - ) , n O だ

が, N o .3 リ ン パ 節と して 提出 した検体の 1 つ が

G IS T で あ っ た ( C D 3 4 ( ＋) ,
c - kit ( ＋)) .

3 　 5 - F U / T X L 化 学 療 法 が 奏 効 し た 進 行 再 発 胃

癌症例

設楽 兼司
・ 林 美貴子

・ 大川 卓也

大野 玲 ・ 井石 秀明 ・ 福成 博幸

新潟県立十日町病院外科

我々 は 5 - F U / T X L 化学療法を行 い 良好な成績

を得た の で報告する .

【症例 ･ 方法 ･ 結果】3 例の経口摂取不能進行胃

癌症例に対 して
,
5 - F U 33 3 m g/ m

2
を 24 時間 d a y

1 - 5/ w e e k , T X L 6 0 m g/ m
2 を 1 時間 d a y 1/ w e e k

投与 した . 3 例 と もに化療後 P R が得 ら れ内2 例

は経 口摂取可能と なり,
ⅣH か らの 離脱 が可能と

な っ た . I V E 離脱群 は外来に て T S l/ T X L 療法を

行 っ た .

【結語】 経 口摂取 困難 な高度進行 胃癌症例に対

する 5 - F U /
′

Ⅰ貰L 療法 は垂毒な副作用 も認め ず有

効な化学療法に なる と考え られた .

4 　 当 科 で の 食 道 癌 ， 胃 癌 に 対 す る 鏡 視 下 手 術

( V A T S - E ,  L A D G )  の現況

桑原 史郎
・

山崎 俊幸 ・

大谷 哲也

片柳 憲雄 ・ 山本 陸生 ・ 斎藤 英樹

新潟市民病院外科

当科で は 2 00 2 年 4 月より腹腔 鏡補助 幽門側 胃

切除 ( L A D G) を, 1 0 月 より胸腔鏡下食道切 除


